
年
頭
の
ご
挨
拶

町
会
長
斉
藤
春
夫

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

報

ざ
い
ま
す
皆
さ
ま
に
お
か
れ

会
ま
し
て
は
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

日
頃
よ
り
町
会
行
事
や
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

昨
年
、
新
規
事
業
と
し
て

「
上
小
田
中
高
架
下
公
園
管
理

運
営
協
議
ム
=
」
が
発
足
し
、
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
ま
た
粗

大
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
や
ゴ
ミ
だ

ら
け
だ
っ
た
ツ
ツ
ジ
の
緑
地
帯

の
周
辺
も
季
節
の
花
々
に
変

慌
た
だ
し
く
行
き
か
う
交
差
点

で
、
鮮
や
か
な
花
の
色
合
い
が
、

す
る
協
定
を
締
結
し
、
毎
月
2

回
、
清
掃
、
除
草
、
ご
み
の
回

収
、
砂
場
内
の
ご
み
の
除
去
等

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
(
※
役
員
・
婦
人
部
・
こ
ど

も
会
の
代
表
は
毎
月
1
日
に
、

す
み
れ
会
は
第
2
木
曜
日
定
例

会
終
了
後
に
実
施
)

黒
沼
さ
ん
は
、
こ
の
地
兀

町
会
の
管
理
・
運
営
に
ょ
っ
て
、

公
園
が
常
々
清
潔
で
利
用
者
の

安
ら
ぎ
の
場
に
な
り
、
少
し
で

も
明
る
く
住
み
ょ
い
街
づ
く
り

の
一
助
に
な
れ
ば
、
と
願
っ
て

い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す

人
々
の
心
が
少
し
で
も
穏
や
か

に
な
る
よ
う
に
な
れ
ぱ
、
と

願
っ
て
い
ま
す
本
年
も
さ
ら

に
、
町
会
全
域
に
美
化
を
促
進

し
て
い
き
ま
し
ょ
う

さ
て
、
 
3
 
・
 
U
東

日
本
大
震
災
に
ょ
り
、

大
津
波
で
瞬
に
し

て
破
壊
さ
れ
た
東
北

地
方
の
記
億
は
消
え

日
頃
か
ら
地
域
を
取
り
巻
く
課

題
少
子
高
齢
化
・
防
犯
・
ゴ

ミ
・
環
境
保
全
な
ど
に
関
心
を

持
つ
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の

で
す
人
の
知
恵
と
力
で
解

決
可
能
な
も
の
は
何
つ
ぁ
り

ま
せ
ん
。
お
亙
い
に
支
え
合
い

協
力
し
合
っ
て
こ
そ
、
道
が
開

け
ま
す
。
人
が
地
域
を
作
り
、

地
域
が
人
を
支
え
る
皆
さ

き
ず
な

ま
の
紳
と
連
帯
で
、
安
心
・
安

全
な
住
み
ょ
い
町
、
小
田
中
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝

と
ご
タ
タ
幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す

ん
余
震
の
恐
怖
で

お
び
え
る
中
、
助
け

合
い
、
励
ま
し
A
口
う

様
子
が
テ
レ
ビ
で
映

し
出
さ
れ
る
た
び
に
、

心
が
痛
み
ま
し
た

こ
こ
、
川
崎
に
お

い
て
も
、
関
東
大
震
災
級
の
地

震
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

い
ざ
と
い
う
時
、
こ
こ
に
い
る

私
た
ち
人
人
が
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
共
に
支
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
そ
の
た
め
に
も

上
小
田
中
高
架
下
公
園

管
理
運
営
協
議
会
を
設
置

そ
こ
で
、
市
会
議
員

昨
年
7
月
か
ら
、
川
崎
市
と

当
町
会
と
の
協
働
で
、
町
会
館

に
隣
接
す
る
上
小
田
中
高
架
下

公
園
の
管
理
を
運
営
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

発
起
人
は
、
す
み
れ
会
会
長

の
黒
沼
久
子
さ
ん

雑
草
や
散
乱
し
た

ご
み
を
掃
し
、
清
潔

で
、
幼
児
た
ち
が
安
心

し
て
遊
へ
る
公
園
に
し

た
く
て
と
の
願
い
が

動
機
に

オ

介
し
、
市
職
員
の
助
言

を
得
て
、
上
小
田
中
高

架
下
公
園
管
理
運
営
協

議
会
を
ル
凧
置
す
る
こ
と

こ
メ
ン
ハ
ー
は
、
す

ιみ
れ
会
・
こ
ど
も
会
・
婦
人
部
・

町
会
役
員
の
代
表
M
人
で
構
成

同
協
轟
会
の
適
正
な
運
営
を
図

る
た
め
、
会
則
も
作
成

そ
の
上
で
、
同
協
議
会
と
川

崎
市
と
の
間
で
地
兀
管
理
に
関

1)平成 26年1月1日 こだなか

みんなで美化・防災対策を

斉藤会長も率先して美化運動を推進

る
、ー

と
は

あ

ま
せ
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毎月2回、除草・清掃等を実施
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編集発h 大ケ'
小田中町会広報部

清掃、こみの回収に励む管理運営協誰会メン/
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成26年1月1日

倉庫内のを確認
発電機・毛布・水・簡易トイレなど、備蓄状
況を確認。備雷品の数には限りかあり、各家庭
での災害用品の備えの大切さを改めて痛感。

゛.、
1鳥唱、
^
^

●^

報こだなか

i^

、まイ1'、
4

、

◇

第30号(2)

手芸教室

^

「この糸が右かな?白が左かしら?」
色とりどりの2本のりボンで編みこみ、かわいい
ノボンレイ・ストラップの出来上かり。

(10月6日町会館)

婦人部

喜びのVサイン「できたー!」
2本のぺツトボトルを切り、組み合わせて鉢にアレンジ。
冬を彩るミニシクラメンとビオラにワイヤープランツ・も
みじ葉ゼラニユームを添えて完成。(11月20日中原園芸)

マ
イ
タ
ウ
ン
ハ
イ
一

備
蓄
品
使
用
し
防
災
訓
練
一
A
E
D
心
島
生
釧

災
害
用
備
蓄
品
の
使
い
方
を
学
ぽ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
当
町
会
の
防
災
訓
練
が
W
月
6
 
-

ろ
う

日
、
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
立
聾
学

校
の
体
育
館
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

聾
学
校
・
巴
校
長
か
ら
災
害
用
備
蓄
品
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
あ
と
、
班
に
分

か
れ
、
全
員
で
備
蓄
倉
庫
を
視
察
続
い
て
、

四
班
に
分
か
れ
て
、
中
原
消
防
署
地
兀
消

防
団
の
指
導
・
助
一
言
を
得
て
、
簡
易
ト
イ
レ

会
の
組
み
゛
て
方
・
心
肺
蘇
生
釧
練
・
搬
送
訓
練
・

結
策
釧
練
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た

と
も
叉

昨
年
後
期
も
ハ
田
中
町
会
て
は
、
随
所
て
舌
気
あ

る
打
事
力
見
ら
れ
ま
し
亢
盛
り
上
が
た
イ
ヘ

ト
を
写
真
て
振
ノ
返
っ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

『
あ
ら
、
意
外
と
簡
単
/
」

お
母
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
で
A
E
D

の
使
用
法
を
体
験
。

、
ー

発
電
機
の
試
運

操
作
法
の
コ
ツ
か
わ
か
ら
な
く

て
悪
戦
苦
闘
(
写
真
右
)
。

エ
ン
ジ
ン
が
や
っ
と
か
か
っ
た
(
写

真
左
)
暁
問
、
拍
手
喝
釆
。

謬
=

仮
設
ト
イ
レ
の
組
み
立
て

初
め
て
の
挑
戦
の
た
め
、
説
明
書

を
見
な
か
ら
四
苦
八
苦
(
写
真
右
)
。

即
分
か
け
て
よ
う
や
く
完
成
(
写
真

右
)
。

叶
っ
一
一
く

釧

結
「
む
ず
か
し
S
い
」
 
1
互
い
に
一

見
よ
う
見
ま
ね
で
、
ロ
ー
プ
を
使
用
一

し
「
も
や
い
結
ぴ
」
に
挑
戦
。

、
/二



平成26年1月1日

』

秋祭り

".

^

意気衝天に台風も退散(?)
斉藤町会長を中心に接待役の女性陣が本神輿の前に勢ぞろい。

ぞの気迫に台風も退散(?)し、一蹟の晴れ問も。(9月15日)

'

報こだなか

........■■.........................■.,.,...●●●●●●゛●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●'●●●●●●●●●●●●●●●●,,●●●●●●●●●●●●●●■●●●◆◆◆◆●●●●゛゛......■.......'........"""""""""'

゛ずH

一

美化運動

盆踊り

画

門,

田
.,

美化部

.

, 1..,

第30号(3)

きれいに清掃し、美化・緑化を推進
車、人通りもまばらな静かな日曜の朝、たくさんの方々

(9月29日)の思いやりできれいになりました。

ども会餅つせ大会 ^

やわらかなあかりの下で優雅にう
元気なハッピ姿のこどもたち、しなやかな浴衣姿のコン

(7月27~ 28日聾学校)トラストが印鼠的でした。

■●●●●●●●●,,●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●,,●●●●●゛●●●●●●●●゛●●.................■■.,......雫雫雫......゛●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●●号●●●●●●●●●●●●●●●●●●,●●●●雫雫●●●●...................

グランドゴルフ大会体育部

' 'コ,".゛

、

うーん!見た目よりずっとおも~いよ
雪のように真っ白なもち米のほかほかこはんを臼と杵を使い出来
上がり。機械化の時代に貴重な体験でした。 a2月1日町会館)

'^

すてき、この笑頗!
例年にない猛暑日か続く夏の日、体スツキリ/ぞして、こと

もたちとの触れ合いに心なこむ一日でした。(7月7日壁学校)

.

.

、

歩こう会

,タ
一

すみれ会

江川せせらぎ遊歩道をウ井ーキング
黄色やオレンジに色づく葉。道端に咲く草花を見たり、おしゃぺりしなか

らゆったL1と水や捌こあふれた遊歩道の散策を楽しみました。(1桐26日)
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こ
だ
な
か
ガ
ー
三
ン
グ
ク
ラ
ブ
が
発
足

υ
ワ
ア
ー
、
き
れ
い
!
四

昨
年
Ⅱ
月
鉾
日
、
上
小
田

中
高
架
下
公
園
に
隣
接
す

る
ツ
ツ
ジ
の
緑
地
帯
の
周

辺
に
、
花
壇
が
完
成

ン
ジ
ー
・
シ
ク
ラ
メ
ン
.

葉
牡
丹
・
ス
ト
ッ
ク
の
美

の
競
演
"
に
、
道
行
く
人
々

も
立
ち
止
ま
っ
て
、
目
を

細
め
る
光
景
も

「
以
前
は
、
空
き
缶
・
た
ぱ
こ

の
吸
殻
の
ホ
イ
捨
て
、
自
転
車
、

ラ
ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
等
の
不
法
投

棄
も
あ
り
、
ツ
ツ
ジ
の
緑
地
帯

が
死
角
と
な
っ
て
公
園
内
で
遊

ぶ
幼
児
の
姿
も
見
え
な
い
ほ
ど

で
し
た
不
審
者
も
多
い
だ
け

、

と
て
も
心
^
で
:
:
:
と

ι発
起
人
の
市
川
延
子
さ
ん

こ
う
し
た
難
題
を
解
消
す
る

た
め
に
、
「
こ
だ
な
か
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
ク
ラ
プ
(
※
メ
ン
バ
ー
は

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

会

あ
碕
の
継
飛

1
面
掲
載
の
上
小
田
中
高
架
下

公
園
管
理
運
営
協
議
会
が
兼
壱

を
設
甲
旧
。
中
原
区
長
の
承
認
を
得

せ
ん
て
い

て
、
ツ
ツ
ジ
を
剪
定
・
問
引
き
し
、

Ⅱ
月
別
日
、
緑
地
帯
の
周
辺
に

相
談
役小
林
幸
悦
さ
ん

゛
ψ
゛

Ⅱ
一

で
ー
ル
"
鳴
き
声
で
賑
や
か
 
1
●
重
要
性
を
熱
く
語
0
 
へ
帰
t
グ
ー
'
ぎ
一
^
一
、
編
集
後
宅

だ
っ
た
ね
」
と
、
懐
か
し
そ
う
た
。
ま
た
、
町
会
発
足
釦
周
年
さ
ん
」
と
、
人
の
輪
が
で
き
る
。
.
、
Ξ
,
;
三
二

記
念
事
業
や
、
す
み
れ
会
の
発
気
さ
く
で
明
る
い
人
柄
は
ど
こ
.
★
花
を
植
え
た
り
公
園
を
清
掃

に
語
る
同
妬
年
に
衛
生
部
の
メ
ン
足
に
関
わ
っ
た
こ
と
な
ど
鮮
明
で
も
周
囲
を
和
ま
せ
て
く
れ
る
。
.
し
た
り
、
町
を
き
れ
い
に
す
る

.

バ
ー
と
し
て
町
会
初
デ
ビ
ユ
ー
に
記
億
し
、
楽
し
そ
う
編
る
こ
の
た
び
、
町
会
の
歴
史
を
卵
こ
と
は
地
域
の
発
展
に
つ
な
が

物
語
る
手
書
き
の
議
事
録
な
ど
.
る
。
皆
の
力
で
住
み
た
い
町
・

同
騏
年
に
4
部
副
会
長
、
平
成
柔
和
な
顔
。

N
年
5
月
か
ら
1
年
間
、
町
会
長
き
に
わ
た
り
町
A
三
筋
、
貴
重
な
資
料
を
寄
贈
し
て
ぃ
.
安
心
の
小
田
中
を
指
そ
う

)し

た
だ
い
た
。
町
会
.
★
町
会
筋
、
地
域
貢
献
の
小

長
代
行
と
し
て
重
責

こ
と
支
=
・
す
み
れ
会
・
町
会
に
尽
力

の
歩
み
と
し
て
大
.
林
相
談
役
の
生
き
方
か
ら
、
地

を
果
た
す

こ
ど
も
会
会
艮
時
代
に
、
 
4
 
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
切
に
保
管
し
て
お
き
た
い
。
こ
域
を
安
全
の
大
地
に
す
る
と
い

当
町
会
(
昭
和
開
年
)
・
れ
も
長
き
に
わ
た
り
町
会
役
員
卵
う
強
き
心
が
大
切
だ
と
学
ぶ

部
の
こ
ど
も
達
に
ダ
ン
ボ
ー
ル

、

は

み
こ
し
■

で
神
輿
を
作
り
祭
り
を
楽
し
ま
こ
ど
も
会
連
盟
(
同
騎
年
)
・
と
し
て
、
手
腕
を
発
揮
し
て
き
叩
★
広
報
紙
「
こ
だ
な
か
」
も
今

た
*
心
の

せ
た
り
、
引
率
し
て
多
摩
テ
ツ
川
崎
市
長
(
平
成
3
年
)
か
ら
た
賜
で
あ
り
感
謝
は
尽
き
な
い
。
.
回
で
卸
号
を
発
行
町
会
の
記

ク
な
ど
遠
足
も
、
懐
か
し
い
と
の
3
枚
の
感
謝
状
が
物
語
る
。
氏
の
言
葉
を
借
り
「
グ
ラ
ッ
.
録
を
留
め
る
べ
く
明
る
く
楽
し

.

地
域
で
こ
ど
も
を
大
切
に
育
て
今
で
も
、
生
ま
れ
故
郷
山
形
チ
エ
(
あ
り
が
と
う
)
」
。

.
い
紙
面
づ
く
り
に
尽
力
し
た
い

リ
n

花
壇
づ
く
り
を
実
施
(
写
真
)

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
川
崎

市
公
園
緑
地
協
議
会
の
緑
の
活

動
団
体
に
登
録
し
、
花
壇
の
維

持
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

昭
和
舒
年
に
結
婚
、
こ
こ
上

小
田
中
に
新
居
を
構
え
る

「
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こ
の
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全
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平成26年1月1日 報こだなか

6月

7月

心安らぐ、美の餓演、

第30号(4
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※(婦)=婦人部に)=こども会

(す)=すみれ会

※毎月・第1木曜日町会役員会

凱す)毎月・第2木曜日伊恰・誕生会
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ガ

2月

"

"

3月
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5月

会報「こだなか」発行

(こ)新春凧揚げ大会

に)作品展(市子連主催)
(こ)野球部お別れ会
役員新年研修会

美化運動

に)こども夢パーク健田山)
(す)友愛訪問

会(す)歩

グランドゴルフ大会

通常総会

各部総会

(こ)運動会

(す)区老連演芸大会

美化運動

グランドゴルフ大会
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